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構成員

組織 職名 氏名 備考

ALTERNATIVE　ENERGY JAPAN株式会社 代表取締役社長 小池　雄大

JFE商事株式会社 鋼鉄原料本部　炭素部長 松本　和敏

株式会社マツバラ
取締役

技術員室長
川島　浩一

株式会社岡本
取締役

製造技術統括部長
西垣　功一

近畿大学

国立大学法人東海国立大学機構　岐阜大学

バイオコークス研究所長　教授

工学部　客員教授
井田　民男

国立大学法人東海国立大学機構　岐阜大学
自然科学技術研究科

エネルギー工学専攻　教授
小林　信介

高山市 農政部長 松井　ゆう子

飛騨市 農林部長 野村　久徳 欠席

下呂市 まちづくり推進部長 田谷　諭志

白川村 産業課長 髙島　一成

岐阜県 知事 江崎　禎英

岐阜県総合企画部未来創成局 局長 兼松　伸和

オブザーバー

組織 職名 氏名 備考

東邦ガス株式会社 岐阜地域支配人 村田　純一

東邦液化ガス株式会社 取締役付 山田　年人

興和株式会社
産業関連事業部 グリーンエナジー部

課長
牧野　広太

株式会社栗本鐵工所 パイプシステム事業部　研究部　部長 中本　光二

経済産業省資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部

新エネルギー課  課長補佐
森川　裕介 Web出席

岐阜県環境エネルギー生活部

省エネ・再エネ社会推進課
エネルギー企画監 松尾　晃

岐阜県商工労働部商工労働政策課 課長 北村　和弘

岐阜県農政部畜産振興課 技術主査 佐藤　功一

岐阜県林政部森林経営課林業改革室 室長 中村　幹広

第3回岐阜県バイオコークス普及推進研究会　出席者一覧
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下呂市の取組状況報告２

バイオコークスを通じた「 まちづくり」

～ひまわりの栽培・原材料利用～

【 目指す姿】

• ひまわりの種は、バイオコークスの質を高めるとの意見もあり、原材料としての供給を目指す。

• 耕作放棄地をひまわり畑として活用し、景観向上につなげる構想の実現を目指す。

• 併せて、小中学生にひまわりを育ててもらい種を収穫し、その種をバイオコークスの原材料とすることで
循環型社会に貢献する地域活動づくりを進める。

【 来年度に向けた取組の方向性】

• 本年初夏より上記の構想をスタートさせ、バイオコークスを通じた循環
型社会に貢献する地域活動づくりを進める。

【 今年度の取組実績】

• 市教育委員会と「 ひまわり畑の活用を通じたまちづくりの構想( 次頁掲載)」 に係る検討を実施。

• 市内小中学校へ周知し、取り組みを呼びかけた。

• 地域で実施している耕作放棄地における ひまわり栽培の取り組みを事業者へ紹介し、活用につなげ
た。

ひまわり畑のイメージ
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資源の循環学習 派遣

必要量報告

栽培情報の提供協力依頼・啓発

協力依頼

下呂市

事業計画
啓発活動

作物の提供

作物の提供

作物の買取

1 0

学 校

植付、栽培 刈取

資源の循環学習
自ら育てた植物が、エネルギ
ー資源に生まれ変わる「 資源
の循環」 を体験を通じて学ぶ

種子の配布、栽培説明、取り組みの意義を説明

バイオコークス原材料としての ”ひまわり” の活用に向けた構想

地 域

刈取植付、栽培

地域づくり

地域で取り組む「ひまわり栽培」の花後の活用

事業者
（ AEJ ）

バイオコークスの
原材料として
使用

学校から地域への広がり
学校と地域の連携

下呂学
地域を知る、地域貢献

【 構想の狙い】

・耕作放棄地をひまわり畑として活用し、景観向上につなげる

・小中学生にひまわりを育ててもらい種を収穫し、その種をバイオコークスの

原材料とすることで、循環型社会に貢献する地域活動づくりを進める

バイオコークスの原材料供給～製造の

プロセスを通じ、地域づくり、教育といった

「 まちづくり」に貢献

第２回研究会資料・再掲
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下呂市の取組状況報告３

新たなクリ ーンエネルギーの「 地産地消」
～未回収資源ごみの原材料利用・ごみ焼却施設へのBIC導入～

【 目指す姿】

• リサイクルされずに焼却処分される紙類や繊維類等（ 新聞、雑誌、段ボール、衣類など） について、
バイオコークスの原材料として有効利用し、地域資源のエネルギー化を図る

• 市のごみ焼却施設プラントメーカーと連携し、バイオコークスの需要を促すことで、地域資源によるエネ
ルギー循環を確立する

【 今年度の取組実績】

• 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等、関連する規制等に係る調査を実施。

• 市のごみ焼却施設プラントメーカーとの検討を行った結果、当該プラントにおける燃料としてバイオコー
クスを活用することは、その焼却システム上などから不可能であることが分かった。

【 規制に関する現状の課題】

• 自治体（ 下呂市） の一般廃棄処理計画（ 方針） において、人口減少が進む中、既存業者によって適正
な処理体制が構築されており、平成2 6 年1 0 月８日付け環境省通知に鑑み、新規の一般廃棄物処理
業の許可を付与することは、現時点ではありえない状況にあること

• 一般廃棄物を再生利用する新規事業について、市独自の判断による「 再生利用業の指定」 に前例が
なく、判断が困難であること
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